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■内 容 

◆日  時：平成 23 年 3 月 5 日（土）  13:30～ 17:30（受付： 13:00～） 

◆会  場：アクロス福岡  ４ F「国際会議場」（福岡市中央区天神 1-1-1）  

 ◆参加料：無料 

 

■プログラム 

13:30～ 13:40【開会】  塩次喜代明（九州大学大学院統合新領域学府 長） 

 13:40～ 14:40【基調講演】   

「世界を見据えた地域自動車部品メーカーの活性化支援」  

    岩城富士大  氏（公益財団法人ひろしま産業振興機構  ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ推進 ｾﾝﾀｰ長） 

14:40～ 15:30【講演】 

「韓国の自動車産業の動向と今後の課題」  

   金晙圭  氏（韓国自動車工業会 (KAMA) 産業調査部長）朴基植  氏（通訳） 

 15:30～ 15:40【休憩】 

15:40～ 16:30【講演】 

「現代自動車におけるパワートレーン R&D の最新動向」 

    海谷博樹  氏（株式会社現代自動車日本技術研究所技術企画 ﾁｰﾑ ｼﾆｱﾘｻｰﾁｬｰ）  

16:30～ 17:20【講演】 

「注文式教育による韓国の大学のグローバル人材育成」  

    銭相杓 氏（韓国：永進専門大学 教授／日本交流協力研究所長）  

17:20～ 17:30【クロージング】 

 

■主催  

 オートモーティブサイエンス・コンソーシアム  

■協賛  

 財団法人九州大学学術研究都市推進機構（ OPACK）  

 財団法人九州先端科学技術研究所（ ISIT）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｻｲｴﾝｽ・ｺﾝｿｰｼｱﾑ事務局 芦辺（ｱｼﾍﾞ） 

電話：092-802-6906 

FAX：092-802-6905 

Mail：am s -c o ns o rt i um - se c @i fs . ky u sh u -u . ac . jp  

オートモーティブサイエンス・コンソーシアム 第３回研究会 

「勃興するアジアの自動車産業～韓国・自動車産業のダイナミズム～」 

 

 

 

概 要 

九州大学大学院統合新領域学府オートモーティブサイエンス専攻は、平成 22 年、自動車に関する

諸課題の解決を目指し、産官学の垣根を越えた大きな知の結合を図るオートモーティブサイエンス

コンソーシアムを組織しました。 

 この度、九州地区とも交流の盛んなアジアに視座を置いた自動車産業のグローバル化を俯瞰する

と共に、その中でも殊に伸長著しい韓国を取り上げ、自動車産業の全体と今後の動向、企業におけ

る研究開発、そして人材育成等そのダイナミズムを展望するための研究会を開催します。 

 

 



オートモーティブサイエンス・コンソーシアム 主催 
 

オートモーティブサイエンス・コンソーシアム 

第 3回研究会 
 

勃興するアジアの自動車産業 
～韓国・自動車産業のダイナミズム～ 

 

日 時 平成 23 年 3月 5日（土） 13:30～17:30 
（受付： 13:00～） 

会 場 
アクロス福岡 4階 「国際会議場」 
福岡市中央区天神1-1-1  
Phone:092-725-9111 （代）   http:www.acros.or.jp/access/ 

参加費 無  料 

自動車に関わる課題に積極的にチャレンジする知の結節の場として、オートモーティブサイエ

ンス・コンソーシアムは、今年度、本格的に活動を始めました。環境・エネルギー問題、円高や資源問

題、そして新興国の台頭など、自動車産業のグローバル化は益々加速化しそうな趨勢にあります。果た

してそれはどうなるのか、また、それに我々はどう備えるべきなのか。課題は山積しつつありますが、

一方では更なる飛躍と発展のチャンスが横溢して来ております。今回の研究会では、九州地区とも交流

の盛んなアジアに視座を置いた自動車産業のグローバル化を俯瞰すると共に、その中でも殊に伸長著し

い韓国を取り上げ、自車産業の全体と今後の動向、企業における研究開発、そして人材育成等そのダイ

ナミズムを展望致します。 

参加申込み 

下記のフォームをご記入のうえ FAX、または同等の情報を添えて電子メールでお申し込み下さい。 

定員に達した場合、参加をお断りする場合がございますので、お早めにお申し込み下さい。 
（＊ご登録いただいた個人情報は本会合の管理運営以外の目的には使用いたしません） 

 

お申込み先：（FAX） 092-802-6905／（電子メール） ams-consortium-sec@ifs.kyushu-u.ac.jp 

お名前  

ご所属  

役職  

住所  

電話番号  

E-mail  

■お問い合わせ先 

オートモーティブサイエンス・コンソーシアム事務局 

Phone: 092-802-6906／Fax: 092-802-6905／E-mail： ams-consortium-sec@ifs.kyushu-u.ac.jp 

■協賛 

財団法人九州大学学術研究都市推進機構（OPACK）/ 財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT） 

http://www.acros.or.jp/access/
mailto:ams-consortium-sec@ifs.kyushu-u.ac.jp
mailto:ams-consortium-sec@ifs.kyushu-u.ac.jp


プログラム 

13:00～       受付 

 

13:30～13:40 

はじめに                                   塩次喜代明 九州大学教授 

13:40～14:40                                                                

「世界を見据えた地域自動車部品メーカーの活性化支援」 

公益財団法人ひろしま産業振興機構 

                                                  カーエレクトロニクス推進センター長 

                                                           岩城 富士大 氏 
       【講師プロフィール】 

昭和 43 年、東洋工業株式会社（現マツダ）入社。主にカーエレクトロニクス開発に従事。 

平成 2 年、カーオーディオの国際 JV 設立に経営企画担当常務取締役として出向。平成 5 年 

マツダ帰任後、VA 部長、コスト開発部長、プロセスリエンジニアリング部長を歴任。 平成 

17 年、マツダ定年退職後、 財団法人（現在は公益財団法人）ひろしま産業振興機構広島県 

中小企業・ベンチャー総合支援センター勤務。平成 18 年から 2 年間東京大学ものづくり経 

営研究センター特任研究員を兼務。平成 20 年 7 月から現職。 

 

14:40～15:30                                                               

「韓国における自動車産業」（仮題）    韓国自動車工業会（ＫＡＭA） 産業調査部長 

                                                          金 晙圭 氏 

                           講演（通訳） 朴 基植 氏 

  

15:30～15:40  休憩  

15:40～16:30  

「現代自動車におけるパワートレーン R&D の最新動向」 

                                         株式会社 現代自動車日本技術研究所 
                                                       技術企画チーム シニアリサーチャー 

                                                                     海谷 博樹 氏 
        【講師プロフィール】 

1998 年 東京大学工学部 船舶海洋工学科卒業。同年より、独自動車メーカーの日本 

法人において、パワートレーン分野を中心とした技術調査、および車両実験などを担当。 

       その後同社 商品企画部門を経て、2010 年 12 月より現代自動車日本技術研究所にて 

パワートレーン分野のリサーチを担当。 
 

16:30～17:20                                                                    

「注文式教育による韓国の大学のグローバル人材育成」 
   永進専門大学教授 日本交流協力研究所長 

銭 相杓 氏 

           

17:20～17:30 

クロージング                                

 

基調講演 

講演 

講演 

講演 
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